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維
新
の
執
念
、
大
阪
市
議
会
可
決
で
日
月
に
再
び
住
民
投
票

住
民
を
分
断
す
る
「
大
阪
都
楠
想
」

傍
聴
席
の
男
か
ら
飛
び
続
け
る
ヤ
ジ

に
本
田
リ
エ
議
長
（
大
阪
維
新
の
会
）

は
「
地
方
自
治
法
に
よ
り
退
場
を
命
じ

ま
す
」
。
だ
が
直
後
に
閉
会
し
た
。

9
月
3
日
の
1
5
時
半
前
、
大
阪
市
議

会
は
懸
案
の
「
大
阪
都
構
想
」
の
賛
否

を
問
う
住
民
投
票
を
賛
成
5
7
票
、
反
対

2
5
票
で
可
決
し
た
。
大
阪
府
議
会
で
は

8
月
に
可
決
し
て
お
り
、
日
月
1
日
に

5
年
半
ぶ
り
、
二
度
日
の
住
民
投
票
が

行
な
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

松
井
一
郎
大
阪
市
長
（
日
本
維
新
の

会
・
大
阪
維
新
の
会
代
表
）
は
「
住
民

の
み
な
さ
ん
に
判
断
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
」
と
記
者

団
に
語
っ
た
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
が
第
一
の
今
な
ぜ
？
」
の
質
問

に
は
「
コ
ロ
ナ
が
い
つ
収
束
す
る
か
わ

か
ら
な
い
。
反
対
す
る
人
は
い
つ
で
も

反
対
で
し
ょ
」
な
ど
と
か
わ
し
た
。

議
決
前
の
討
議
で
は
構
想
を
進
め
る

守
島
正
市
議
（
大
阪
維
新
の
会
）
が
「
四

つ
の
特
別
区
の
設
置
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
拡
充
さ
れ
る
大
阪
市
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
。
反
対
す
る
自
民
党
の
川
嶋
広

稔
市
議
は
「
協
定
書
は
リ
ス
ク
や
課
題

し
か
見
つ
か
ら
な
い
。
政
令
指
定
都
市
、

大
阪
市
の
強
み
を
生
か
さ
な
く
て
は
」
、

共
産
党
の
井
上
浩
市
議
は
「
コ
ロ
ナ

対
策
が
最
優
先
課
題
」
と
訴
え
た
。

住
民
投
票
で
賛
成
多
数
に
な
れ
ば
大

阪
市
は
解
体
さ
れ
、
2
0
2
5
年
1
月

1
日
か
ら
四
つ
の
特
別
区
に
分
割
。
東

京
2
3
区
の
よ
う
に
区
長
は
選
挙
で
選
ば

れ
る
。
大
阪
市
の
名
は
消
え
る
こ
と
に

な
る
が
、
大
阪
府
を
「
大
阪
都
」
に
変

え
る
な
ら
地
方
自
治
法
を
変
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

「
押
し
っ
け
住
民
仇
雷
室
か

大
阪
都
構
想
は
m
年
に
、
当
時
の
橋

下
徹
大
阪
府
知
事
が
「
大
阪
維
新
の

会
」
（
以
下
「
維
新
」
）
を
結
成
し
た
際
「
大

阪
は
府
と
市
の
二
重
行
政
に
よ
る
不
幸

せ
で
衰
退
し
て
い
た
」
と
訴
え
、
「
日
本

の
副
首
都
と
し
て
の
役
割
を
担
う
」
構

想
は
党
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
た
。
維

新
以
外
は
す
べ
て
反
対
だ
っ
た
が
、
公

明
覚
は
現
職
衆
議
院
議
員
の
い
る
4
小

選
挙
区
で
「
維
新
の
候
補
を
立
て
る
」

と
橋
下
氏
に
脅
さ
れ
「
構
想
に
は
反
対

だ
が
投
票
自
体
は
賛
成
」
に
転
じ
た
。

1
5
年
5
月
の
住
民
投
票
で
は
賛
成
の

万
4
8
4
4
票
、
反
対
7
0
万
5
5
8
5

票
の
僅
差
で
否
決
さ
れ
て
廃
案
に
な
り

橋
下
市
長
は
辞
任
し
た
。
と
こ
ろ
が
維

新
は
同
年
Ⅱ
月
の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
松
井

氏
が
大
阪
府
知
事
、
吉
村
洋
文
民
が
大

阪
市
長
に
当
選
。
こ
こ
で
勢
い
を
得
る

と
「
勝
つ
ま
で
じ
ゃ
ん
け
ん
か
」
と
の

批
判
を
よ
そ
に
特
別
区
数
を
5
か
ら
4

に
減
ら
す
な
ど
の
修
正
案
を
出
し
て
き

た
。
知
事
と
市
長
の
候
補
を
入
れ
替
え

た
昨
年
の
統
一
地
方
選
で
維
新
が
圧
勝

す
る
と
、
公
明
党
は
賛
成
に
転
じ
た
。

自
民
党
は
一
貫
し
て
反
対
を
訴
え
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
維
新
が
勢
い

づ
く
と
、
不
安
に
な
っ
た
府
議
か
ら
賛

成
派
が
出
て
き
た
。
市
議
会
で
は
北
野

妙
子
市
会
議
員
団
幹
事
長
の
も
と
団
結

し
て
都
構
想
に
反
対
。
同
党
大
阪
府
連

（
会
長
・
大
塚
高
司
衆
院
議
員
）
も
9

月
5
日
に
都
構
想
反
対
を
決
議
し
た
。

一
方
、
立
憲
民
主
党
は
4
日
に
「
大

阪
市
廃
止
分
割
対
策
本
部
」
を
発
足
さ

せ
た
。
辻
元
清
美
衆
議
院
議
員
は
会
見

で
「
た
ま
た
ま
大
阪
は
府
と
市
の
名
前

が
一
緒
だ
け
ど
、
も
し
神
戸
市
を
な
く

し
ま
す
と
か
、
横
浜
市
を
な
く
し
ま
す

と
か
に
な
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
」
。
都
構
想
で
は
大
阪
市
の

豊
富
な
財
源
が
府
に
吸
い
上
げ
ら
れ
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
辻
元
氏
も

「
（
東
京
で
は
）
世
田
谷
区
に
楽
天
が
進

出
し
ま
し
た
が
、
法
人
税
は
区
に
1
円

も
入
ら
ず
全
部
都
に
吸
い
上
げ
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
都
構
想
が
良
い
こ
と
ば
か

り
な
ら
横
浜
や
名
古
屋
な
ど
他
の
政
令

指
定
都
市
で
も
や
っ
て
い
る
は
ず
。
全

国
か
ら
反
対
運
動
を
盛
り
上
げ
て
大
阪

市
民
に
反
対
に
投
じ
る
よ
う
に
訴
え
た

い
」
な
ど
と
語
っ
た
。

「
う
が
い
薬
」
の
失
敗
は
あ
っ
た
が
、

迅
速
な
コ
ロ
ナ
対
策
や
小
学
校
の
給
食

無
償
化
の
前
倒
し
実
施
な
ど
が
評
価
さ

れ
て
き
た
吉
村
知
事
は
、
二
言
目
に
は

「
民
主
主
義
の
基
本
の
住
民
投
票
を
行

な
う
重
要
性
」
を
語
る
。
だ
が
、
こ
の

住
民
投
票
は
原
発
反
対
や
辺
野
古
基
地

反
対
の
よ
う
に
市
民
か
ら
湧
き
上
が
っ

た
結
果
で
は
な
く
、
橋
下
氏
や
松
井
氏
、

吉
村
民
ら
行
政
ト
ッ
プ
主
導
に
よ
る
。

辻
元
氏
は
「
一
部
の
人
に
よ
る
押
し
っ

け
住
民
投
票
」
と
強
調
。
同
席
し
て
い

た
尼
辻
か
な
子
衆
議
院
議
員
も
3
日
の

会
見
で
「
私
の
選
挙
区
で
も
天
王
寺
区

民
に
な
り
た
い
な
ん
て
誰
も
言
っ
て
ま

せ
ん
。
コ
ロ
ナ
で
心
を
一
つ
に
し
て
頑

張
る
市
民
を
分
断
さ
せ
る
投
票
の
強
行

に
怒
り
を
感
じ
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

粟
野
仁
雄
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト


